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フランス兇たまま

(裟)

山野正春

バリｰに城南郊のオルリｰ(O巾)と北郊ダ)ル1ブｰ

ルジ肌(細腕urget)の2つの空港がある苗オルリｰ

空港獄フランス航空(A汰好撒概)等フランス鰯鴬

の航空機の発着夢)み虹使用されるので押)他の航空機

はすべてかブｰルジぶ空港に踏着するわけである曲

をしていずれの揚含も中心部のアンバゾンド(至岬数一

1ides)のタｰミナノレまで専用バスの便がある.

はじめての海外旅行にはかなりの不安をともたうの

これは何だとしっこく調べられたからだも&もと仏

語がす曹で暴い間勉強した事もあってフランスの小説

ノレジェ空港から都心に向かう折まったく落葉したマロ

ニエの並木路や建物道行く人々等すべてに家々とし

うまくフランス語が話せるかなあと多少の不安にから

れた次第である.

ただちにブｰルゴンニュ通り(RuedeBourgogne)の

ブｰルボン宮ホテル(H6te1dupa1aisBourbon)という

すばらしい名前のホテルに落っいた.この辺はブｰル

ボン家の邸であったのがホテルの名前の由来となって

v･るとかで正面には今はフランス国民議会となってい

るブｰルボン宮がありフランスの霞ケ関とでもいうべ

く農林省をはじめ多くの役所がありまたロダンの生家

も近くにある.その夜はじめてメトロに乗ってオデ

オンの中華料理屋に行き純中国風の料理を食べてホテ

ルに帰り第1目の就寝についた.

翌5目(月)には私を招待してくれたフランス大蔵省

の担当課であるんS.TE.F(AssociationpourI'

�条��瑩潮���来��散�楣���牡湧敲�

dansI'IndustrieFrangaise)に出向いてバリｰ到着

の挨拶所定の手続身分証明審の交付を受けるなど

すべての手続をす壊せっいで轡視庁に外国人登録をし

しいアバルト岬ンズ講者はこの左1まし⑳

義鰯豆婁婚簸1こ伎んでいた

カッシ､ヤンの国営外国人波術者専用σ)アパルトマン

(入物は山岡授官)�
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さらに日本大使館に行き堀一等書記官はじめ領事等

に挨拶しいよいよパリｰの生活に入ったわけである.

パリｰは物価高でか抵り暮しにくいと聞いていたが

まさにしか11で手帳を買ったら500円以上も取られて

びっくりした.ホテノレも高いのでただちに外国人技術

者専用のアバノレトマンに入居の申込みをし13目からパ

リｰ南郊のカッシャン(Cachan)のアパルトマンに入居

する事ができた.一寸不便ではあるが新築で食堂も

完備しており数名の日本人もいてまずは落っいた次第

である.ここは8階建のかなり立派な建物で入居者

の約半数がアフリカ諸国の黒人であるがその他中近東

の人々もが祖りいた.値段は1目5新フラン(365円)

で食費は市価の半値以下と安くまずはフランス政府か

らの給費額角750新フラン(54,750円)に見合った生活を

確保してやれやれといった次第である.12月はまずソ

ルボンヌに通う事になり毎日国鉄ソｰ線に乗って通勤

したが夜も7時からソルボンヌの文学部で外国人技術

者のために開かれている会話クラスにも出た.その間

ひまをみてはB.R.G.Mにも行って鉱床関係の部屋に

顔を出しとくにNi,Cr,Mn研究室でJ.Bouladon技

師のCr鉱床に関する研究成果をみせてもらったりした

がそんな次第で非常に多忙放毎目がつづいた.また

12月8目には欧州地球物理連合学会に講演のためパリｰ

に来られた地質調査所物理探査部早川課長にも会って

久し振りの会合をよろこび一緒に堀一等書記官宅をは

じめ知人に招待されたりした.

バリｰ滞在中はフランスを知るために休日を利用して

歴史的に著名た記念物を訪れたりAS.T.EF.主催

の工場見学等にもっとめて参加した.しかしパリｰで

開催されると聞いていたD.R.江M.主催の研究会が

リモｰジュ(Limog⑧)北方のラゼス(Razεs)で開かれ

る事となったのでパリｰの生活も約一ケ月で終り

1961年1月6目パリｰのオｰステルリッツ駅発特急でリ

モｰジュに行きその北方約20㎞にある人口約2千とい

う小さないなか町アンバザック(Ambazac)に移った.

以後の生活はすでにのべた通りである.中部フランス

は歴史的にも風俗習慣についても非常に興味ある所で

あるがこれらにっいては稿を改めてのべる事とする.

フランスの気候の大き匁特長は互至月から2月までが

雨期で決して大雨は降ら狂いが毎日小雨がそぼ降り

ます太陽をみる事はまれである.そして3月から1O月

までは日本のようなつゆもなくすみきった青空のっ

づく好天気でマロニエやリラをはじ｡め多くの花が咲く

春が長く夏は湿気が少放い快適なものでまずは乾期

といえる.したカミって秋から冬にかけては街路樹が

すべてマロニエ等の落葉樹であるため小雨降る並木道

に落葉を掃除する人夫が出て一寸ものさびしさを感ず

る.日本でもよく愛用されるベレｰ帽はフランスの

気候によって生れたものであるがこれにっいてのべて

みよう.ベレｰ帽はフランスの西海岸スペインに近い

バスク(Basque)地方で生れたものである.バスク地

方は歴史的にも民族学的にも重要視されているがとく

にその起源について種々の説があった.しかし現在で

はスペインに古くから入っていたイギリスのケノレト族が

サラセンのスペイン征服の時に追われてすみっいたもの

であるとの説が有力である.バスク人カミ雨を防ぐため

にベレｰ帽を生みだしたのであるが今ではフランスの

屋外労働者が小雨から体を守るためにレインコｰトを

着てベレｰ帽をかぶって作業するわけでベレｰ帽は防

水してあるのが普通である.そんな次第でインテリ

荷嶺か蓬ン岬ルト川ま夜θ)歓楽街であ葛が劇場･テ

ィけ茅プ寿智パレｰ1虻の丘の瀬側面ピ出ガｰル広

妾駒淵泌こ幾学し仙'る長の頂上付1腕ま饗真中央の

妙多い多風一ル寺院の堂冷たる偉剛こかかわらず田

1翻句風緩う養燦ぺζい葛

粉ン別けル基1意打掬教護⑳航(硬いダ由蝉ルタイ

ｰ船)山1から燃だ縞前でここで襲賛jレグｰル襲ル苗ス

賛イウ歩が鈎鍬しね

沙夢い夢ゴｰル(s狐略㌫竈独買)1まハざ妹シチン･

醇一榊剛穏徽血奪録勧の脅醐護榊蹄刎灘勢艦鰯民謡

幾が勢夕い夢雄一ル⑳ため隠大な幾院養ポ｡惑こ

圭争ニニ嚢めた

淀蜘ま互鰍募例閉豆棚ぶ嚢聾遂｡顯｡男ヌ嚢ン鵜隼

鰯套)大江畿怒姦鳩篶

モンマルトルの丘1�
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はベレｰ帽を使用せず労働者の作業用とたっているので

日本で愛用されているのとは根本的におもむきがちが

うわけである.したがって日本のベレｰ帽愛好者もフ

ランスに行かれた時はベレｰ帽を使用しない方が無難

である事を参考までにっけ加える.大体湿気は少たく

夏も木蔭に入れぱまず涼を感じ冬も底冷えを感ずる事

はたい.気温は東京より幾分高く1960～1961年の冬

にはパリｰでは雪も降らず冬オｰバｰもほとんど不用

であった.

日本でフランス料理といえば一般に美味で味覚を満

喫させるものであるとの印象を持たれている.しかし

本場の料理はカロリｰ栄養価はすばらしいが味は

お世辞にも上等とはいえない.普通料理に味をつけ

る事はめずらしく塩と胡淑をふりかけて食べる訳であ

る.したカミって香料は大切なもので中世以後欧州人

カミ海外に雄飛したのには種々の理由があるがその1

つに香料を求めてがありこれはすべて食事から出発し

ているのである.朝食はv･わゆるコンチネンタルス

タイノレでクロワッサンと称するパン2コにカッフェ

･オｰ･レ(Caf6auユait)というミノレクを入れたコｰ

ヒｰで簡単にすます.しかし昼と夜は量の多v･事は

驚くべしで普通5～6品(スｰプ肉ジャガイモフ

ライまたはマカロニか米サラダチｰズ果物)の

コｰスで量は日本の3～5倍そして内容から想像し

てカロリｰ栄養価はそれ以上であろう.なれないうち

はこのまずくて味のない料理を持てあますが1月も

たてば結構なれて全部たべるようにたる.スｰプはま

ずまずだがチｰズは物すごい悪臭を放ちしっこv･事

おびただしい.サラダにはオリｰブ油と酢の一種とを

混ずるが一寸なれ粗いと食べられない.肉は厚くて

大きいのをただ焼いただけで何の味もたくとくに手と

なると悪臭と独得抵繊維の太い肉で一寸食べられない.

果物はバナナとオレンヂはすばらしく値段も日本の1/3

位と安いがリンゴは悪く日本ではとても売れないよう

な代物である.全部のコｰスが終るのに1時間以上が

普通で夜などはまず2時間はかかる.この聞大いにお

しゃべりして楽しんでいる事はすでにのべた通りである

大体フランスの気候は非常に乾燥しているので必然

的に油っこいものを取らざるを得ないのであリ目本の

ように湿気の多い国ではサラッとした淡白なものが好ま

れるのであろう.とにかく食事は欧州人が遊牧民族

の子孫である事のほかに気候条件も何らかの影響を与

えているのではないかと感じられてならない.なおフ

ランスではブドｰ酒を実によく飲む.おとなも子ども

も食事の時はお茶代りに飲むのである.大体町のレス

トランで生ブドｰ酒2～3合入りが10～20円と非常に安

価である由ブドｰ酒にはさらに蒸溜したマルティｰ

ニ等の高級晶がある事は勿論である.筆者のようにお

酒を飲め狂いものは水を要求するのであるがエビアン

(スイス国境のエビアンに産する良質水)等の上等の水

は1本(4～5合)70円以上である.大体パリｰは石

灰質の第3紀層の地帯に発達した都市であるため天然

水は非常に悪くとくに石灰の含有量が多くて水道の

水をコップに取れば肉眼で見える程度の沈殿がある.

もちろん水道の水を沸かして員本茶を入れても全く味が

おちる.聞く訴によれば日本と米国が天然水を飲め

る数少たい国とかである.

そんな訳で良質水に乏Lv･ためにフランスの上水道に

は2種がある.すなわち普通の水道と掃除等の非飲料

用で日本のように上等の水を道路にまいたり掃除に使う

ものはもったいない事である.したがって日本でもこ

パ萎一の耽普冨多リ五ムアンクｰル(c…i冥㎜豊i沈⑬鶯rt)

の燭迎刑ま則鯛にノミの市と称して中背騒呼口事

ト簑総桝汽が立つ

撤汽欝刺婁叉嬢家た幸jは歳秘これ圭めぎす晶寿を探し求

“柿登一燭りす紬)も幾い㌔も⑳苛義る寧資のよ

う妻こ黄州鐸装畿した涜子も興味灘い

ノの市(Marchξ舳xPuces)�
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れを分けて後者には川の水をそのまま使うようにナれぱ

まず渇水の心配もたいのでは粗いかと考える次第である

フランスはイタリｰスペインポノレトガノレととも

に旧教の国であるがそれらの国々が100%旧教である

といわれるのに対し約10%の新教徒がおりさらにご

く少数の回教徒等もいる.日本では宗教は単に家庭の

宗教というのみでお葬式や結婚式等に儀式として従う

にすぎずふだんはおよそ宗教に関係のない人が実に多

いがフランスでも近来とみにこの傾向がふえつつあ

る.一説によれば日曜目に必ず教会に行く熱心な教

徒(プラチコン:pratiquant)は約30%との事である.

しかし熱烈な信者の多いブルタｰニュやノルマンディｰ

地区等ではプラチコンが非常に多い.滞仏中に会った

多くの地質技師技手のなかでプラチコンはブｰルホ

ンネ(BourbOmais)の駐在所長リブロン(RiverOn)氏1

人のみであとの人々は結婚式や葬式の時だけですよと

いっていた.この事は日本と同じく老人が非常に熱､こ･

でついて御婦人となり20～30代の人々は教会のミ

サに行くのも少なく子供達は単に親にっれられていっ

ているにすぎないのであろう.新教の発生にゆかりの

多いスイスのジュネｰブてがって苦難の道を歩いたジ

ャン･カルビン(JeanCa1vin)等の話を聞くにっけた

しかに旧教の矛盾を感じさせられる.100%旧教のス

ペインではそれか特に権力に結びっきかっ利用されて

何か空虚さを感じられて祖らない.筆者が会ったブラ

チコンにかってわが国で起ったいわゆる“ベノレメノレシユ

事件"について感想を聞いてみたら“その事件は知っ

ているがそんな事はあり得柾い"と口をつぐむ次第だっ

た苦いずれにしる筆者の感じでは年毎にブラチ鴛ン

は少赦くなって行くように思われる出ブラチ鴛ン彰)人

々にとっては異教徒に対して歴史的に有名な宗教戦争

からみても判るように表面は別としてかなり宿命的な

ものをもっているようで異教徒との結婚等は考えられ

ない.結婚には市民結婚と宗教結婚があるが異教徒と

の結婚は教会で宗教結婚をする事ができずしたがって

市民結婚をする訳でそうなれば生涯夫婦揃って教会へ

行く事はでき扱い.なおフランスで約10%の新教徒

は不思議な事に地中海岸のモンペリエ周辺に多くかたま

っておりスイスやドイツ国境には必ずしも多く枚い.

どうしてそうなったかは聞いてもよくわから狂いという

事である.

わが国で一般に考えられているフランス観は大体映

画や小説の影響によるものが多いのであろうがこれは

真のフランスの姿とはかな主〕ちがうものである.これ

らにっいてはおいおい述べるカミ端的にいえば非常に

質素で勤勉で礼儀正しく家庭のしっけも実にきびしい

といえる.例えば節約の事についていえば一流ホテ

ノレは別として普通のホテルの廊下燈等は自動点滅のもの

が多く廊下にあるボタンを押せば10数秒点燈して自然

に消える.したがって夜長い廊下を行くにはボタン

を何回も押さねばならない.日本のようにっけっばな

しの廊下燈等は考えもおよぱない.またレ･グレツィ

ウｰ(1esGrるzieux)の探鉱地でトレンチ作業をみた時

ノ･ヅパをかける穴をあけるのに人夫が汗みどろで鉄棒

を槌で打込んでいるのをみて監督の地質技師に“どう

して機械を使わないのですか?"と質問したら“機械

より人夫の汗の方が安いからですよ"と平然と答えてく

れた.さらにB.R.G.MでもD.R.E.Mでもそ

うであるが地質調査の方法別の単価が計算されている

¢)である由そしてこの調査にはどの方法が一番効果

ノ…トルダム勢続幻葛篭蕊嚢の狐茎鐙め串1心幸こパ葬南約基更箪導)つ

辱次欝鰯⑳鋤嶋義こ棚蓋パリいグ･ス約藩繍仰

鰭･鰯適舛脇魚養孫れ豪灯^勇1けべて輔撚が

許け戊

汁㍑は籾㌧汽(パ岬飾瀞)鵬卿与灯繍

騰赫締繊一坪人たちが喰一列榊燦鰍こ嚢憾らだ圭慈萎ま

漁夫苧船頭⑳小書な燦鰭で畿欄た㍑)納汐茅ン第災

輔藪念綿で熟管ヅ繁型夢翻榊)一大灘櫟湾轟蓬

淋御こパ1閉騒勧め挙げを鍬毅幾れダ姓扱蝸蹄

1こパ撃約禰敏楓繋4れりllゴ㌧J一が鑑簸錬〆泌一

ル苗ざ1慾ソト如一皿シヤい1㍍シ雄ルジ寺いル

苗べ…タイ胤一/こ依頼して親孝帥カタざ茅ノゆ燦1ぼ艦

痛蜘批賦挑j織舳つ控漁搬棚徽孤

く鯛ゆ顯搬触の規約融総蹴§レ鵬搬嶋

義1批伽螂桝こ鍍櫨打邑㍑一搬卿妻こ繊鋳糾ド嵐

櫛胤楓測り喜鯖嶺糾戊ζ桝蒙鰍3脚り潟銭然人箏

常げけけ三晩が怒ひげル豪峨綱二蝸搬入批た

鐘の音が葵け吻は“)ためで磨葛

ノトルダ'ム寺院�
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的であるかとともに費用の安い方法を取るのが普通で

物探より化深の方が安いからといって化探にきめる等は

普通行なわれる事である.日本とは会計法上のちがい

があるのであろうがわれわれには一寸びっくりする事

でそれもほんの少しの差でもより安い方法を取るので

ある.ユｰゴｰの地質技師パンティッチュ君が“ソ連

でこれこれの物探をみたがフランスではやら住いの

か"と質問したら“その方法は知っている効果のあ

る事も知っているしかしとても高くっくのでフランス

ではやれない"と答えた事があった.

しかし質素ではあるが必要な娯楽には決してお金をお

しまない一例えばカジノ(Casin0)等では御婦人で

も万単位のお金をルｰレットやブｰノレにかけて楽しんで

おりスッてしまえぱ悪びれる事もなくにこにこして帰

って行く.日本のように賭け事に抜き難い罪悪感を持

ち狂がら一部の人々のように一度足を踏みこめぱ熱中

して家庭もかえりみない寺といった図は想像もつかな

い.余談であるが宝くじもあるが聞く所によれば前後

賞とか2等3等もなく普通邦貨7主300万円の当りく

じ1本のみで庶民はそれにほのかな夢を抱いて買うよ

うである.礼儀正しいことも印象的で例えば通行

中に一寸体にふれても必ず“失礼"とか“ごめんなさ

い''とかの言葉をかける.

フランス人の体榊ま欧州諸国中では小さい方で身長

においては日本より平均2～3㎝程度高い位との事である

がなるほど日本人の中でも小柄な方の筆者より小さい

人々もかなりいて決して劣等感を覚えない.しかしボ

リウムは別でとくに若い女性のノ'チ切れんばかりのボ

君主制の象徴ルｰブル宮は世界で鐙も

大きな撫でベルサイユ窟やバチカ灘一

舶よぶ鰯鰍幻磯淘汰蒲ぶ警抜た秘

これ蔓愛書)綴ナ紙レ攻ソｰ級が翻裁

した

づイレ肴ン1婁籟騒顯烹妙も11鮎拠でく

義薬徽潟苧鞠綴がイ夢リｰから擁棚

て蜜た桑鯨胴養縛紙墨幾獅燃圭いごが

発剛太織重幾約ナ約ノ諸ン刻塗が譲戚

いご繊終紬一ダ刈練物燃基して袴

嶺で勘義剛劉3垂簑燃料警顯1註顯

妙ン争一ム(絢瀦潟)呼磐繊鷲糞義

リウムはおどろきであるがそれも35～40歳をすぎれば

すごいデブちゃんになってしまう.そして老人は朝か

ら公園のベンチで一目中ぼんやりしてすごす人が多い.

これもゆきずりの旅行者からみればのどかで平和祖一

寸ばかりうらやましく思われる風景であろうが事実は

子供や孫と一緒の生活からのがれて1人さびしく1目をす

ごす人がかなりいるという事である.老人の服装も日

本の最近の老人の鼻息きの荒い生活からみれば宗教的

な関係もあろうが黒を主とした質素なものでいかに日

本の老人が幸福であるかしみじみ感ぜられてならない.

欧州の生活のテンポが遅くのんびりした事はすでに

のべた所であるが例えばB.R.G.Mの地質技師に“こ

こは何省に属するのですか?"と聞いても知らないと答

えるのがかなりいる.実にのんびりした話である.

逆にいえば日本のようにせちがらく生存競争のはげ

しい国はおそらく世界でも数少ないのではないだろう

か.

フランスは中央集権の国でありまた国営の産業が多く

学校もほとんど国立である事はすでにのべたが放送関

係もそうである.ラジオ放送はすべて国営で1局の

みのテレビ放送もまた国営である.番組はニュｰス

天気予報が多く日本のように多くの民放がもりたく

さノしの娯楽番組を放送するといったのとはちがって一寸

殺風景である.さいわい中仏以南ではモンテカルロ

のテレビ放送を受像できるのでボクシングプロレス

等のスポｰツ番組や娯楽番組を好んでみているようであ

る.ラヂオではよく正午の音楽に日本の歌を適当にア

レンデして放送していた.花春が来た春の小川等

ルブル宮殿�
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は特に好まれ気軽に口ずさんでいるフランス人もかな

りいた.またテレビは日本テレビと提携している事

もあってニュｰスの後によく日本の著名桂祭礼やニュｰ

スをみる事カミできた.一度新宿駅のラッシュの状況が

出た時一緒にみていたフランス人はすごく驚いていた

がとくに乗客の背中押し専門の学生アノレバイトらしき

ものが出て来た時“あれは何だ"というので“乗客を

つめるための学生の一種の内職だ"と答えるにおよんで

彼等のおどろきは頁点に達した.たしかにパリｰのメ

トロのラッシュでもまず超満員という事はなく乗れた

くて残される人もまずない.なおテレビセットはフラ

ンスではかなり高いがそれかあらんかテレビの普及率

はわが国に比し問題にたらない程低率でレストラン等

で集ってみている図はわが国の数年以前とよく似てい

る.電気器具による家庭の電化もはるかに遅れている

がとくに電気洗濯機の普及が極端に低く普通手で洗

濯する.ラジオもトランジスタｰはあるがか枚ゆ大

型で値段も3～4万円以上である.したがってわれわ

れ日本人の持っている小型2バンドのトランジスタｰラ

ジオはあこがれの的でゆずってほしいと懇望される.

カメラについても同じである.カメラ電気器具に関

する限り西欧諸国やソ連製のもの等多くみたが性能

と値段からみて日本製品の人気は圧倒的である.

昨年末パリｰで開催された世界柔道選手権大会で

100年以上の歴史を持っ日本柔道が世界選手権第4回

目にして早くもオランダのへ一シンク選手に世界一を奪

われた事について大きなショックを受けいや油断した

からだとかへ一シンクという1人のけたはずれの大男

に負けただけだとか取沙汰されている.しかし滞仏中

に欧州にはいかに柔道愛好家が多いかをまたいかに

熱心に練習しているかをっぶさにみてとくに欧州人の

方が体格においてすぐれている点を考えれば近い将来

にこの事あるを容易に想像する事ができた.パリｰ等

では学校でもその他の団体でも半分近くに柔道愛好クラ

ブがある.そして帯も所によっては白帯と黒帯の間に

赤黄緑青茶…･とずいぶん多くある事があって

お互に少しでも上に行くのを楽しみにして練習にはげん

でいる.筆者の会った地質技師技手の中にも柔道を

やった事のある人がいくらかいたし黒帯の人も1,2い

た.4ヵ月一緒に暮したポｰランドの地質技師ザィア

ンツ･コフスキｰ君等は東京オリンピックにそなえてポ

ｰランドでもとみに盛ノレになってきたといってポｰラ

ンド語の柔道雑誌をみせぜひ教えてくれと真剣に頼ま

れたのには閉口した.とに角柔道が攻撃のためでなく

防ぎょを目的としたものである点に好感を持たれている

ようである.フランス選手権や欧州選手権大会はテ

レビでも放送するのでよくみたカミレベノレもかなり高

い.パリｰで一緒にいたフランスの柔道コｰチをし

ていた天理大学の柔道教師の古賀氏も“はじめなめてか

かって投げられ肩を痛めたので以後は非常に注意し

て教えている"といっていた.いずれにしても現在

の状態では近い将来に名実ともに欧州に柔道の実権を

持去られる目がくるであろう.アマ･スポｰツ全般の

あり方について今こそ根本的に考え狂おす必要があり

またその時期ではあるまいか.

(筆者は鉱床部非金属課)

オ'{ラ座は第2帝政時代にできた建物で

暴も露要なもので彰る1860帝にオペラ

嬢鑑識松寵し胴人の鑑築家が応纂し

たが一縛欝刺ユ批シ却伽レ1がノレ胤燃

(c細鮒至鱗G鮒i舶r)寺ご塞紗された

獅蹄1㍗1すら鵜し発したこ柵ま狙銀羅

火θ)蟻鵬覚鐙榊至善⑪⑰⑪平方米以上濠素

な鯵段差1班け然人1二い沈幼2官螂幻聴

乎い必1ゾか㌻鰍ま隊1服して参鰯ぞ

蓬姑キが欝瀬観光幾繍こ鰯之f差鰻養総や

切㌔か達列鋤)娘鍬まパリの羅も清簸

な受双戚銀)㎞つ“警称慈

オペ座�




